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没後400年
島津義弘ゆかりの地を辿る
NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎

CONTENTS

第42期一号議員、二号議員が決定

TALK
天文館商店街振興組合連合会
代表理事　平岡 正信 さん

エキスパートバンク/再生支援協議会
経営改善支援センター/経営安定相談室/ニュースメール

会報アイムは鹿児島商工会議所ホームページに
掲載しています。
パスワード：aim2019

経営相談ガイド

時代を読み解くツボ

労働保険

2

消費税対策にも有効なキャッシュレス決済の活用4

6

かごしま検定のご案内11

8

鹿児島県事業引継ぎ支援センター7

14

製造・整備・エネルギー部会委員研修会
商業部会委員研修会/議員職務執行者の変更

部会・委員会活動報告12

トレンド通信13

有限会社うめだ（うめだ総合仕出しセンター）
代表取締役　梅田 良次 さん

会員クローズアップ10

15

　桜島の西側は、活発に噴火する南岳の火口から少し距離が
あることから、桜島では比較的人家が多い地域である。活動
を休止している北岳の裾野には広々とした扇状地が広がり、
桜島を代表する小ミカンやビワ、大根などの栽培が盛んに行
われている。そしてそうした家々や耕作地の眼前には錦江湾
があり、訪れるとなんとも穏やかな印象を受ける。
　そのような地域の一つに藤野集落があり、斜面地の途中に
立派な屋敷門を有する藤野家がある。藤野家は、自家に伝わ
る系図によれば、先祖は敏達天皇に連なり、肥後国の藤崎八
幡宮に仕えた際に藤崎姓を名乗るようになったとされてい
る。さらに桜島に居住するようになったのは、藤崎姓を名乗
るようになってから三代目となる公頼の時とされ、この公頼
は正平12（1357）年の誕生なので、移住時期は南北朝期と
いうことだろう。最初は桜島の湯之村に移住し、子の公紀が
藤野村に居住するようになったようである。
こうした名家である藤野家に島津義弘が滞在することに
なった。慶長6（1601）年の4月5日からのことである。そ

れは関ヶ原の戦いの翌年の出来事であり、徳川家康に対し
て恭順の意を示すための蟄居であった。
　義弘は居館としていた帖佐から桜島に入っている。前述
のように藤崎家の屋敷がある藤野は、背後は山、眼前に海
という立地で、蟄居とはいえ義弘も穏やかな時間を過ごす
ことができたのではないかと想像する。義弘は藤崎家に6
月7日まで留まり、滞在は約2か月間に及んだことになる。
屋敷内には、この滞在中に義弘がお手植えをしたと伝わる
ヤマモモが大きく育っていて、現存している。また後に藩
主となる島津光久は、元禄3（1690）年に、この木の下で
宴を催したとされている。祖父にあたる義弘を偲んでのこ
とであったにちがいない。現在の屋敷入口に残る屋敷門
は、改修はされているものの義弘が蟄居した当時の面影を
伝えているとされ、貴重である。屋敷門前からも見える錦
江湾を眺めながら、当時の義弘の胸中に思いを馳せてみて
はいかがだろうか。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所11   

インフォメーション16
プレミアム商品券事業/3級販売士養成講習会のご案内
新入会員紹介/ソーホーかごしま入居者募集
運輸局からのお知らせ/必ずチェック最低賃金

◆藤崎家の屋敷門（鹿児島市桜島藤野町）

期日 件　　名
かごしま創業塾　第5回　19:00～21:00　於：14階
かごしま創業塾　第6回　13:00～16:00　於：14階

第43回福祉住環境コーディネーター検定試験
於：4階アイムホール他

営業社員セミナー　14:00～16:00　於：14階
経理実務基礎講座　第4回　15:00～17:30　於：14階
クレーム対応セミナー　14:00～16:00　於：14階

年末調整説明会　15:00～17:30　於：14階
第110回下級珠算・暗算検定試験申し込み締切日

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階
経理実務基礎講座　第1回　15:00～17:30　於：14階

消費税転嫁対策セミナー（ディスプレイの基礎と色彩のしかけ）
14:00～16:00　於：4階アイムホール
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※予定は変更になる場合があります。

第10回ビジネスマネジャー検定試験　於：13階

経営革新セミナー　13:30～15:30　於:14階

第153回日商簿記検定試験　於：4階アイムホール他
経理実務基礎講座　第2回　15:00～17:30　於：14階

経理実務基礎講座　第3回　15:00～17:30　於：14階

26

桜島中学校

クロマツ親水公園

中央消防署桜島西分遣隊

鹿児島市桜島支所
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第42期議員が決定

鹿児島商工会議所第42期議員改選

第42期議員115人が決定
　第42期の2号議員35人、１号議員65人が決定した。これで、9月9日の第262回臨時議員総
会で選任された3号議員15人と合わせて、鹿児島商工会議所第42期議員115人がすべて決まった。
(任期は令和元年11月１日から4年10月31日まで )
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９
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２
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部
会
総
会
で

2
号
議
員
35
人
を
選
任

第42期鹿児島商工会議所2号議員
（敬称略、事業所名の50音順）

小正醸造(株)

白露カンパニー(株)

セイカ食品(株)

鹿児島中央青果(株)

(株)タイフク

高島屋開発(株)

(株)ニシムタ

(株)丸屋本社

(株)山形屋ストア

カクイ(株)

日本ガスエネルギー(株)

今別府産業(株)

(株)九電工鹿児島支店

小牧建設(株)

(株)東条設計

南生建設(株)

米盛建設(株)

伊田食品(株)

いわさきホテルズ(株)

鹿児島交通観光(株)

(株)寿福産業

大正観光(株)

鹿児島空港ビルディング(株)

(株)トヨタレンタリース鹿児島

ネッツトヨタ鹿児島(株)

(株)ハニ

鹿児島中央ビルディング(株)

鹿児島ビル不動産(株)

(株)南日本総合サービス

(株)鹿児島放送

(株)鹿児島讀賣テレビ

税理士法人押井会計

重久公認会計士事務所

(株)フタバ

(株)ブンカ巧芸社

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役副会長

代表取締役

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役

代表取締役社長

上席執行役員支店長

代表取締役

代表取締役会長

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役

監査役

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役会長

取締役会長

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役社長

代表社員

所長

代表取締役社長

代表取締役会長

小正 芳史

岩崎 麻友子

玉川 哲生

宮下 忠明

玉利 佳久

犬伏 和章

池田 純一

柳田 洋

岩元 修士

岩元 正孝

青﨑 彰

今別府 英樹

中島 雄二

小牧 隆

東條 正博

川畑 孝則

米盛 庄一郎

伊田 尚充

岩崎 史眞子

二宮 美貴子

寿福 一隆

正 吉浩

渡辺 勝三

諏訪 健筰

久米田 彬

羽仁 正次郎

坂之上 忍

前田 俊広

吉田 健朗

古山 順一

田北 和博

押井 啓一

重久 善一

坂口 昌八

峯元 時秀

食品･一次産業 3

6

6

2

5

4

4

3

2

商業

建設･資材

製造･整備･

エネルギー

観光･飲食･交流

運輸･交通

金融･不動産

情報･文化

総合サービス

部会名 定数 事業所名 役　職 職務執行
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第42期議員が決定

第42期鹿児島商工会議所１号議員
(敬称略、事業所名の50音順)

(名)明石屋菓子店

アクサ生命保険(株)鹿児島支社

(医)猪鹿倉会

(一財)岩崎育英文化財団

いわさきコーポレーション(株)

岩崎産業(株)

鹿児島海陸運送(株)

鹿児島県経済農業協同組合連合会

鹿児島交通(株)

鹿児島国際観光(株)

鹿児島製茶(株)

国立大学法人鹿児島大学

鹿児島トヨペット(株)

鹿児島日産自動車(株)

鹿児島ヤクルト販売(株)

鹿児島ヨコハマタイヤ(株)

(株)カミチク

(株)カワイ

九州旅客鉄道(株)鹿児島支社

(株)共進組

(医)玉昌会

金生産業(株)

(株)ＫＣＲ

坂元醸造(株)

三洋工機(株)

(公財)慈愛会

(株)JR鹿児島シティ

ＪＸ喜入石油基地(株)

(株)島津興業

昭和興産(株)

白露酒造(株)鹿児島営業所

白露酒販(株)

　１号議員の立候補の締め切りである10月21日17 時の時
点で、立候補者数が定数の65人と同数であったため、当商工
会議所の選挙管理委員会は、立候補者全員の無投票当選を決
定した。これによって第42期１号議員は下表の通り確定した。
　なお、3号議員は既報 (会報アイム10月号に掲載 )の通り
決定している。

１号議員65人の
当選者が確定

代表社員

支社長

理事長

副理事長

取締役副社長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表理事理事長

取締役

代表取締役

代表取締役

学長

代表取締役社長

執行役員

取締役社長

代表取締役社長

代表取締役会長

代表取締役

執行役員鹿児島支社長

代表取締役

理事長

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役社長

理事長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役社長

顧問

取締役

監査役

岩田 英明

望月 將生

猪鹿倉 秀武

岩崎 貴光

西村 将男

岩崎 芳太郎

大西 儀朋

門脇 祐司

森 克俊

奥 智行

森 裕之

佐野 輝

山下 純一

打越 龍朗

田尻 和郎

鳥井ヶ原 孝夫

上村 昌志

河井 達志

大石 和弘

竹之内 日出晴

髙田 昌実

岩元 純吉

工藤 宰

坂元 昭宏

林 美智子

今村 英仁

日高 淳一

山口 亮

島津 忠裕

久米田 伝宏

安達 洋彦

崎田 政治

事業所名 役　職 職務執行

(株)清友

(株)積善社

ソフトマックス(株)

大福コンサルタント(株)

(株)タイヨー

(株)土佐屋

トヨタエルアンドエフ鹿児島(株)

トヨタカローラ鹿児島(株)

長島商事(株)

(株)ナカムラ

(株)ナカムラ自動車

南海食品(株)

(株)南給

南国交通(株)

南国生コンクリート(株)

(株)新留土木

(株)西川海陸輸送

西酒造(株)

(株)日能研九州

(株)ニットク

(株)日本観光

(有)馬場製菓

(株)ハルタ

(株)肥後銀行鹿児島支店

(株)プラスエスコーポレーション

マリックスライン(株)

マルエーフェリー(株)

南九州クリーンエネルギー(株)

南九州日野自動車(株)

(株)南九州ファミリーマート

南九州レンタリーシング(株)

(株)明興テクノス

(医)緑泉会

取締役会長

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役社長

取締役

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役

取締役副社長

代表取締役

代表取締役

代表取締役

代表取締役

顧問

代表取締役会長

支店長

取締役

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役社長

取締役顧問

代表取締役社長

取締役

代表取締役社長

理事長

宮之原 清子

川田代 泰和

野村 俊郎

福田 光一

清川 継一朗

岡部 龍一郎

新園 輝男

近藤 健

長島 和實

中村 純

中村 忠徳

渕本 逸雄

知識 公洋

萩元 千博

平神 和義

新留 司

西川 雄一

西 陽一郎

西中 浩二

江夏 洋

市丸 隆二郎

馬場甚 史朗

春田 滋

坂本 雅己

清川 剛久

岩男 直哉

有村 和晃

島津 公保

鮫島 勝行

飯塚 隆

笹田 隆司

山ノ内 文治

米盛 公治

事業所名 役　職 職務執行
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キャッシュレス推進協議会寄稿記事

　
10
月
１
日
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
あ

わ
せ
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
ス
タ
ー

ト
し
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﹁
キ
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ッ
シ
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レ
ス
・
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﹂。
最
初
の
週
は
、
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サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
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用
し
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５
％
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イ
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す
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済
事
業
者
が
独
自
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
更
な
る
ポ
イ
ン
ト

還
元
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
消
費
者
に
訴
求

し
て
い
ま
す
。消
費
者
は
税
率
引
上
げ

以
上
の
お
得
感
を
店
舗
か
ら
享
受
す
る

こ
と
で
、﹁
現
金
﹂か
ら﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
の
支
払
い
﹂
に
決
済
手
段
が
移
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
時
点
の
加
盟
店
は
全
国
約

50
万
店
、
登
録
申
請
は
約
73
万
店︵
９
月

25
日
時
点
︶
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。公
表
資

料
を
み
る
と
、
人
口
あ
た
り
加
盟
店
数

は
北
陸
地
方
や
北
海
道
が
多
く
、
近
畿
、

中
国
、
四
国
地
方
が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。

逆
に
北
関
東
や
甲
信
、
東
北
地
方
は
伸

び
悩
み
、﹁
西
高
東
低
﹂
の
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。
制
度
開
始
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
登
録
申
請
分
は
、
順
次
審
査
・

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後

は
原
則
10
日
ご
と
に
加
盟
店
を
追
加
登

録
し
て
い
く
予
定
で
す
。

︵
図
１
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
参
照
︶。

　
今
後
、
本
制
度
に
関
す
る
消
費
者
へ

の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
、
中
小
小
売

店
等
へ
の
対
応
の
強
化
・
迅
速
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

1
・
店
舗
の
登
録
情
報
の
精
緻
化

︵
１
︶正
確
な
店
舗
情
報
の
提
供

①
中
小
小
売
店
等
の
情
報
︵
５
％
ま
た

は
２
％
の
還
元
率
・
住
所
・
電
話
番
号
・

決
済
手
段
・
区
分
︵
固
定
店
舗
／
移
動

販
売
／
Ｅ
Ｃ
︶
等
︶
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。決
済
事
業
者
に

対
し
て
10
月
中
旬
を
目
途
に
速
や
か
な

修
正
を
求
め
ま
し
た
。引
き
続
き
、
修
正

に
は
順
次
個
別
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

②
一
つ
の
中
小
小
売
店
等
に
複
数
の
決

済
事
業
者
が
別
々
の
加
盟
店
Ｉ
Ｄ
を
発

行
し
た
結
果
、
別
々
の
店
舗
と
し
て
認

識
さ
れ
て
し
ま
い
、
地
図
ア
プ
リ
等
で

同
一
店
舗
の
情
報
が
複
数
表
示
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
ま
し
た
。本
件
に
つ

い
て
は
、
当
該
店
舗
か
ら
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
務
局
へ
の
申
請
に
基
づ
き
、
11
月

中
旬
を
目
途
に
情
報
の
集
約
︵
名
寄

せ
︶・
訂
正
を
行
い
ま
す
。

︵
２
︶地
図
ア
プ
リ
の
改
善
・
機
能
強
化

①
地
図
上
に
表
示
さ
れ
る
店
舗
情
報
の

ピ
ン
位
置
と
、
実
際
の
当
該
店
舗
の
所

在
地
と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
発
生
し
、
現
在
、
修
正
対
応
し
て
い
ま

す
。

②
地
図
ア
プ
リ
で
店
舗
検
索
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
多
く
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
月
中
を
目
途
に

絞
込
み
検
索
機
能
を
導
入
し
ま
す
。

2
・
店
舗
向
け
対
応
の
強
化

︵
１
︶加
盟
店
登
録
手
続
き
の
迅
速
化

○
一
部
の
中
小
小
売
店
等
で
本
制
度
へ

の
登
録
手
続
き
の
遅
延
が
発
生
し
て
い

ま
す
。よ
り
早
く
制
度
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
決
済
事
業
者
に
体
制
強
化
を

求
め
て
い
ま
す
。

︵
２
︶
加
盟
店
申
請
手
続
き
に
関
す
る
周

知
徹
底

○
一
部
の
中
小
小
売
店
等
で
﹁
既
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
済
み
の

場
合
、
加
盟
店
申
請
手
続
き
は
不
要
で

あ
る
﹂﹁
複
数
の
決
済
事
業
者
と
契
約
し

て
い
る
場
合
、
い
ず
れ
か
一
社
の
決
済

事
業
者
に
加
盟
店
申
請
す
る
だ
け
で
他

の
決
済
事
業
者
へ
の
登
録
も
完
了
す

る
﹂
な
ど
の
誤
解
が
生
じ
て
い
ま
す
。正

し
い
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
商
工
会
議
所
や
業
界
団
体
、
自

治
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
周
知
活
動
に

努
め
ま
す
。

　
中
小
小
売
店
等
に
お
か
れ
て
は
、
実

施
店
舗
が
判
別
し
や
す
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
を
消
費
者
の
目
に
留
ま
る
場
所

へ
掲
示
す
る
な
ど
、
本
制
度
へ
の
参
加

が
﹁
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
絶
好
の
機

会
﹂と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
制

度
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
費
税
対
策
に
も
有
効
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
活
用

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
　
新
規
顧
客
の
獲
得
に
向
け
て
制
度
活
用
を
！

店
舗
の
参
画
状
況

制
度
の
機
能
強
化

い
よ
い
よ
還
元
開
始

一
般
社
団
法
人
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
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キャッシュレス推進協議会寄稿記事

　
今
後
、
本
制
度
に
関
す
る
消
費
者
へ

の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
、
中
小
小
売

店
等
へ
の
対
応
の
強
化
・
迅
速
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

1
・
店
舗
の
登
録
情
報
の
精
緻
化

︵
１
︶正
確
な
店
舗
情
報
の
提
供

①
中
小
小
売
店
等
の
情
報
︵
５
％
ま
た

は
２
％
の
還
元
率
・
住
所
・
電
話
番
号
・

決
済
手
段
・
区
分
︵
固
定
店
舗
／
移
動

販
売
／
Ｅ
Ｃ
︶
等
︶
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。決
済
事
業
者
に

対
し
て
10
月
中
旬
を
目
途
に
速
や
か
な

修
正
を
求
め
ま
し
た
。引
き
続
き
、
修
正

に
は
順
次
個
別
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

②
一
つ
の
中
小
小
売
店
等
に
複
数
の
決

済
事
業
者
が
別
々
の
加
盟
店
Ｉ
Ｄ
を
発

行
し
た
結
果
、
別
々
の
店
舗
と
し
て
認

識
さ
れ
て
し
ま
い
、
地
図
ア
プ
リ
等
で

同
一
店
舗
の
情
報
が
複
数
表
示
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
ま
し
た
。本
件
に
つ

い
て
は
、
当
該
店
舗
か
ら
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
務
局
へ
の
申
請
に
基
づ
き
、
11
月

中
旬
を
目
途
に
情
報
の
集
約
︵
名
寄

せ
︶・
訂
正
を
行
い
ま
す
。

︵
２
︶地
図
ア
プ
リ
の
改
善
・
機
能
強
化

①
地
図
上
に
表
示
さ
れ
る
店
舗
情
報
の

ピ
ン
位
置
と
、
実
際
の
当
該
店
舗
の
所

在
地
と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
発
生
し
、
現
在
、
修
正
対
応
し
て
い
ま

す
。

②
地
図
ア
プ
リ
で
店
舗
検
索
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
多
く
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
月
中
を
目
途
に

絞
込
み
検
索
機
能
を
導
入
し
ま
す
。

2
・
店
舗
向
け
対
応
の
強
化

︵
１
︶加
盟
店
登
録
手
続
き
の
迅
速
化

○
一
部
の
中
小
小
売
店
等
で
本
制
度
へ

の
登
録
手
続
き
の
遅
延
が
発
生
し
て
い

ま
す
。よ
り
早
く
制
度
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
決
済
事
業
者
に
体
制
強
化
を

求
め
て
い
ま
す
。

︵
２
︶
加
盟
店
申
請
手
続
き
に
関
す
る
周

知
徹
底

○
一
部
の
中
小
小
売
店
等
で
﹁
既
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
済
み
の

場
合
、
加
盟
店
申
請
手
続
き
は
不
要
で

あ
る
﹂﹁
複
数
の
決
済
事
業
者
と
契
約
し

て
い
る
場
合
、
い
ず
れ
か
一
社
の
決
済

事
業
者
に
加
盟
店
申
請
す
る
だ
け
で
他

の
決
済
事
業
者
へ
の
登
録
も
完
了
す

る
﹂
な
ど
の
誤
解
が
生
じ
て
い
ま
す
。正

し
い
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
商
工
会
議
所
や
業
界
団
体
、
自

治
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
周
知
活
動
に

努
め
ま
す
。

　
中
小
小
売
店
等
に
お
か
れ
て
は
、
実

施
店
舗
が
判
別
し
や
す
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
を
消
費
者
の
目
に
留
ま
る
場
所

へ
掲
示
す
る
な
ど
、
本
制
度
へ
の
参
加

が
﹁
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
絶
好
の
機

会
﹂と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
制

度
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注1）締日までに決済事業者からポイント還元事務局に、全ての必要な情報登録や書類が不備なく提出されれば、記載の還元開始日から実施できます。
注 2）決済事業者により申込・審査等のスケジュールが異なりますので、詳しくは決済事業者へ確認をお願いします。

図1. スケジュール表
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TALK

天
文
館
の
魅
力
を
引
き
出
す
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
街
を
も
っ
と
面
白
く

QA

QA

QA

ひらおか まさのぶ さん（51歳）
鹿児島市出身
1991年4月　株式会社ビブレ 入社
1998年　　　有限会社バザールヒラオカ　入社
2013年　　　中町コアモール商店街振興組合　理事長
2014年　　　We Love 天文館 協議会　専務理事
2015年　　　有限会社バザールヒラオカ　代表取締役
2019年5月　天文館商店街振興組合連合会　代表理事

天文館商店街
振興組合連合会
代表理事 

平岡 正信さん

TALK

　
組
織
の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
天
文
館
は
、
多
く
の
商
店
街
︵
通
り
︶

が
交
差
し
て
い
ま
す
。﹁
線
﹂の
活
性
化
に

加
え
、
天
文
館
と
い
う﹁
面
﹂で
の
魅
力
の

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
天
文
館
地
区
に
あ
る
12
の
商

店
街
振
興
組
合
の
連
合
会
で
す
。
理
事
は

24
名
︵
各
組
合
か
ら
２
名
ず
つ
︶
。
各
組

合
に
加
入
し
て
い
る
店
舗
数
は
、
合
計
で

５
０
０
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
活
動
と
し
て
は
、﹁
ま
ち
﹂
魅
力
創
出

の
た
め
の
環
境
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
で
す
。
直
近
で
は

10
月
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
売

し
ま
し
た
。
千
円
の
商
品
券
が
11
枚
つ
づ

ら
れ
た
も
の
を
１
万
円
で
販
売
し
、
総
額

３
０
０
０
万
円
分
︵
プ
レ
ミ
ア
ム
込
み
で

３
３
０
０
万
円
分
︶
を
発
行
。
お
か
げ
さ

ま
で
完
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
費
の
喚

起
だ
け
が
狙
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
店

舗
で
、
商
品
券
を
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ど
う
や
っ
て
お
客
様
を
呼
び
込
む
の
か
を

考
え
て
も
ら
う
。
店
舗
の
魅
力
を
伸
ば
す

こ
と
が
、
通
り
の
魅
力
に
な
り
、
さ
ら
に

天
文
館
全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
天
文
館
の
現
状
は
い
か
が
で
す
か
？

　
鹿
児
島
市
内
に
は
、
高
い
集
客
力
を

持
っ
た
商
業
地
が
ほ
か
に
も
出
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
も
危
機
感
を
持
っ
て
、
九
州

新
幹
線
が
開
通
し
た
２
０
１
１
年
頃
か
ら
、

街
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
効
果
が
こ
こ
数
年
で
あ
ら
わ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
今
後
も
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
電
車
通
り

を
ま
た
ぐ
ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設

置
計
画
が
進
行
中
で
、
ま
た
、
タ
カ
プ
ラ

跡
地
の
再
開
発
ビ
ル
が
２
０
２
２
年
に
完

成
予
定
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
か
ら
、
天
文
館
に
は
裏
通
り
の
魅

力
も
あ
り
ま
す
。
１
本
路
地
を
入
っ
た
と

こ
ろ
に
は
面
白
い
店
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
こ
う

い
っ
た
情
報
も
発
信
し
て
い
き
た
い
！
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
5
月
に
代
表
理
事
に
就
任
。
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
前
任
の
代
表
理
事
は
、
天
文
館
に
映
画

館
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
と
く
に
ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
バ

ト
ン
を
受
け
継
い
だ
私
の
役
目
は
、
ソ
フ

ト
面
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
と
く
に

﹁
人
﹂
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
天
文
館
は
ス

テ
ー
ジ
。
そ
こ
で
様
々
な
表
現
を
行
う
の

は
人
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
交
流
人
口
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
天
文
館
で
何
か

発
信
し
た
い
方
に
、
活
用
し
て
も
ら
え
る

機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
際

に
も
、
外
部
の
人
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。そ
う
す
る
こ
と
で
、新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
り
、
良
い
刺
激
を

も
ら
え
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
天
文
館
は
昔
か
ら
文
化
の
発
信

地
で
あ
り
、
若
い
人
に
と
っ
て
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
土
壌
だ
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
こ
と
を
始
め
た
い
方
を
、
応
援
す
る

仕
掛
け
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
街
は
イ
キ
モ
ノ
。
人
が
動
き
ま
わ
る
こ

と
で
街
は
育
っ
て
い
き
ま
す
。
天
文
館
を

好
き
で
い
て
く
れ
る
方
も
多
く
、
と
て
も

心
強
い
で
す
ね
。

　
あ
り
が
と
う
天
文
館
！

　
こ
れ
か
ら
も
天
文
館
！

　
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
、
天
文
館
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。
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鹿児島県事業引継ぎ支援センター

まず、ご連絡ください！

参考：「事業承継ガイドライン20問20答」（中小企業庁）

鹿児島商工会議所（鹿児島県事業引継ぎ支援センター）
TEL 099-225-9534　　FAX 099-227-1977　
〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
http://www.kagoshima-cci.or.jp   E-mail:k-hikitsugi@chic.ocn.ne.jp

事業承継
後継者がいる場合も、いない場合も…

＊当センターは公的機関であり、秘密は厳守、相談は無料です。

鹿児島県事業引継ぎ支援センターに相談頂ければ、中小企業の事業引継ぎの実務に精通した

専門相談員が無料・秘密厳守でアドバイスや情報提供を行い、事業承継問題の解決の糸口を

見つけます。

日本経済を支える中小企業では、近年、経営者の高齢化が進行する一方で、後継者の確保がますます

困難になっています。中小企業や小規模事業者がこれまでの経営基盤を損なわないように、事業承継

に向けた取組みをスムーズに進めることが、経営者に共通の重要な問題となっているのです。

「事業承継対策は面倒…」「仕事が多忙なので…」と先送りにしていませんか？

【高齢化する経営者の問題】
・ 鹿児島県の社長の平均年齢は60.0歳

  （2017年12月時点。TDB調査）　　

・ 全国での経営者の引退予想年齢は平均すると

   67～70歳(2012年11月。中小企業庁委託調査

　(株)野村総合研究所)

【深刻化する後継者確保の問題】
・ 鹿児島県内の調査対象企業のうち

　48.1%は「後継者不在」の状況

　（2017年12月　対象3,240社。TDB調査）

・ 全国で後継者が既に決定している企業は

　全体の12.4%（2016年。日本政策金融公庫調査） 

事業承継の問題をとりまく状況

計画的な事業承継対策

実行したら… 実行しなかったら…

事業発展の可能性！
従業員の雇用確保！
第三者や親族内の引継ぎがスムーズに！

廃業の不安…？
従業員の雇用は…？
親族内で揉める…？
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インフォメーション経営相談ガイド

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
８
０
５
︶０
２
６
８ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
１
０

　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
は
、
経
営
課
題

を
抱
え
る
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
課
題

解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
行
う
各
分
野

の
専
門
家
を
ご
要
望
に
応
じ
て
派
遣
す
る
制

度
で
す
。原
則
２
時
間
で
指
導
料
は
無
料
、
企

業
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
指
導
分
野

　
経
営
戦
略
、
税
務
、
労
務
管
理
、
店
舗
設
計
、

販
売
促
進
、
教
育
訓
練
、
食
品
加
工
、Ｉ
Ｔ
活

用
、海
外
展
開
な
ど
。

■
対
象

　
当
商
工
会
議
所
の
地
区
内
︵
旧
５
町
お
よ

び
、
旧
谷
山
地
区
の
一
部
を
除
い
た
鹿
児
島
市

内
︶の
小
規
模
事
業
者

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度

毎
月
第
2
水
曜
日
に
専
門
家
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対
象
に
、
専
門
知

識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
き
め
細
か
い
経
営

相
談
か
ら
再
生
計
画
策
定
ま
で
、
課
題
解
決
に

向
け
た
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

国
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所

内
に
設
置
さ
れ
た
公
正
中
立
な
公
的
機
関
で

す
。事
業
再
生
の
経
験
豊
か
な
専
門
家
が
常
駐

し
て
お
り
、
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
ご
相
談
の
流
れ

①
お
電
話
で
事
前
予
約

②
財
務
諸
表
な
ど
の
分
析
を
通
し
て
経
営

上
の
課
題
を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
最
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

③
必
要
に
応
じ
て
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士

な
ど
の
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

中
小
企
業
の
事
業
再
生
を

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

　
借
入
金
の
返
済
負
担
が
大
き
く
な
り
、
条
件

変
更
な
ど
の
金
融
支
援
を
受
け
よ
う
と
お
考

え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
中

小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
、
国
の

認
定
を
受
け
た
外
部
専
門
家
︵
認
定
支
援
機

関
︶
の
支
援
を
受
け
て
金
融
機
関
か
ら
求
め
ら

れ
る
経
営
改
善
計
画
書
を
策
定
す
る
場
合
、
専

門
家
に
対
す
る
支
払
い
費
用
の
３
分
の
２
を
、

上
限
２
０
０
万
円
ま
で
の
範
囲
で
負
担
し
ま

す
。

　
ま
た
、
金
融
支
援
が
必
要
で
な
い
場
合
で

も
、
自
己
の
経
営
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
に
、

資
金
繰
り
計
画
な
ど
の
基
本
的
な
内
容
の
経

営
改
善
計
画
書
を
策
定
し
、
金
融
機
関
へ
提
出

す
る
場
合
、
専
門
家
に
対
す
る
支
払
い
費
用
の

３
分
の
２
を
、
上
限
20
万
円
ま
で
の
範
囲
で
当

セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

　
利
用
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
左
記
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

自
社
の
経
営
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
１
２
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
１
２
２

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
部 

産
業
振
興
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
４
０

　
中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
支
援
サ
イ
ト
﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂
か
ら

も
専
門
家
派
遣
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ミ
ラ
サ
ポ
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂
は
小
規
模
事
業
者
だ
け
で

な
く
中
小
企
業
者
も
利
用
で
き
ま
す
。

経
営
相
談
ガ
イ
ド
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経営相談ガイド

　
売
上
不
振
や
、
取
引
先
の
倒
産
な
ど
に
よ
る

資
金
繰
り
の
悪
化
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
本

相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
商
工
調
停
士
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
経
営
状
況
を
確
認
し
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
無
料
で
お
受
け
致
し
ま
す
。

■
支
援
内
容

・
資
金
繰
り
の
改
善
提
案

・
倒
産
を
防
止
す
る
方
策
の
検
討
、助
言

・
債
権
者
な
ど
関
係
者
へ
の
協
力
要
請

・
円
滑
な
事
業
整
理
方
法
、
法
的
手
続
き
な

ど
の
助
言
な
ど

■
相
談
時
に
ご
準
備
頂
く
書
類

・
決
算
書
２
期
分︵
科
目
明
細
含
む
︶

・
試
算
表
︵
月
々
の
売
上
、
経
費
が
分
か
る

も
の
︶

・
金
融
機
関
の
借
入
明
細
︵
借
入
・
返
済
状

況
が
わ
か
る
も
の
︶　
な
ど

経
営
安
定
特
別
相
談
室
（
無
料
）

資
金
繰
り
、
経
営
改
善
の
ご
相
談
を

無
料
で
承
り
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

　
経
営
に
役
立
つ
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談

会
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

毎
月
２
回
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
の
た
め
、
手
軽
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
す
ぐ
に
取
得
で
き
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

■
主
な
配
信
内
容

○
商
工
会
議
所
の
新
着
情
報

○
相
談
会
・
各
種
制
度
の
ご
案
内

○
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
案
内

○
お
役
立
ち
地
域
情
報

■
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら
←

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w

w
.k

ag
osh

im
acci.or.jp

/?p
=5

9

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

　
　
　
　
　
　
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４



ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、﹁
う
め
だ
の
味
﹂を
変
わ
ら
ず
提
供
し
て
い
く

仕
出
し
弁
当
と
給
食
を
提
供

食
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」を
活
用
し
て

ク
ッ
ク
チ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入

要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
対
応
を

　
仕
出
し
弁
当
は
、
手
頃
な
価
格
の
も
の

か
ら
高
級
な
も
の
ま
で
幅
広
く
対
応
。
お

祝
い
の
席
や
法
事
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
柱
が
給
食

で
す
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
運
営
で
﹁
フ

レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
チ
39
﹂
を
展
開
し
、
企

業
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
病
院
・
福
祉
施

設
な
ど
に
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
私
は
和
食
の
料
理
人
で
、
創

業
時
か
ら
調
理
場
に
入
っ
て
い
ま
す
。
美

味
し
い
弁
当
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
創
業
は
42
年
前
。
大
阪
の
料
亭
を
辞
め

て
鹿
児
島
に
戻
っ
た
あ
と
、
松
元
で
弁
当

屋
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
ス
ー
パ
ー
や

駅
の
売
店
な
ど
に
卸
し
て
い
ま
し
た
が
、

し
ば
ら
く
し
て
﹁
仕
出
し
﹂
の
事
業
形
態

に
切
り
替
え
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
に
鹿

児
島
市
内
に
調
理
場
を
開
設
し
た
こ
と
を

機
に
、
現
在
地
へ
拠
点
を
移
し
ま
し
た
。

　
５
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
注
文
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
県
外

の
方
か
ら
の
注
文
も
増
え
て
い
ま
す
。
県

外
企
業
が
鹿
児
島
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

う
際
の
食
事
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
鹿
児

島
を
訪
れ
た
団
体
の
お
弁
当
に
、
と
い
っ

た
感
じ
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
商
工
会
議
所
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

を
利
用
し
て
、
経
営
計
画
や
販
路
拡
大
に

つ
い
て
専
門
の
方
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
注
文
の
導
入
の
際
に
も
、
専
門
家

に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
支
援
を
受

け
て
﹁
も
の
づ
く
り
補
助
金
﹂
を
申
請
し
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
﹁
も
の
づ
く
り
補
助

金
﹂
で
ク
ッ
ク
チ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

10
月
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
調

理
後
に
急
速
冷
却
し
て
料
理
を
保
存
す
る

と
い
う
も
の
。
鮮
度
を
落
と
さ
ず
に
保
管

で
き
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
︵
食
品
衛
生
管
理
の

国
際
基
準
︶
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
仕
出
し
弁
当
や
給
食
の
需
要
は
減
少
に

向
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
弊
社
の
業
績
は
伸
び
て
い
ま
す
。

　
時
流
を
し
っ
か
り
と
見
て
、
経
営
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
今
後
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
﹁
人
手
不
足
﹂
だ
と
思
い
ま
す
。

ク
ッ
ク
チ
ル
導
入
も
そ
の
た
め
。
料
理
を

冷
蔵
し
て
お
き
、
提
供
の
直
前
に
温
め
れ

ば
い
い
。
簡
単
な
加
熱
作
業
だ
け
な
ら
熟

練
の
調
理
師
で
あ
る
必
要
も
な
い
。
人
員

の
確
保
が
難
し
い
中
で
、
こ
れ
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
弁
当
作
り
は
忙
し
い
時

間
帯
と
そ
う
で
な
い
時
間
帯
と
の
差
が
激

し
い
で
す
か
ら
、
作
業
を
分
散
で
き
る
の

も
助
か
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
を
減

ら
し
な
が
ら
、
高
品
質
の
も
の
を
安
定
し

て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
前
で
給
食
を
提
供
し
て
い
る

施
設
も
、
調
理
場
の
人
手
が
足
り
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に

ク
ッ
ク
チ
ル
の
総
菜
を
売
り
込
め
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
﹁
食
﹂
を
提
供
し
続
け
ま
す
。

そ
し
て
、
美
味
し
い
も
の
で
も
っ
と
多
く

の
人
を
喜
ば
せ
た
い
。 

「うめだ」は仕出し弁当の老舗です。ここが手がける弁当や給
食を食べたことのある人も多いのではないでしょうか。話を聞
きにいくと、食のあり方と真剣に向き合う社長さんがいました。梅田 良次 さん（67）代表取締役

有限会社うめだ
（うめだ総合仕出しセンター）

創　　業
1978年
住　　所
鹿児島市小野2ｰ1-12
T E L
099-228-8890
定 休 日
なし

写真は「さつま維新弁当」。丁寧に仕上げられ、上品な雰囲気。
地元の食材を活かしたメニューもいろいろ。

会 員 さ ん 情 報
【有限会社うめだ（うめだ総合仕出しセンター）】

会員さんクローズアップ
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インフォメーション会員さんクローズアップ
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かごしま検定の案内

　
か
ご
し
ま
検
定
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず

多
く
の
方
々
が
鹿
児
島
へ
の
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
広
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
当
商
工

会
議
所
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
検
定
で

す
。

　
試
験
は
、
マ
ス
タ
ー
︵
標
準
ク
ラ
ス
︶、

シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
︵
上
位
ク
ラ
ス
︶、
グ
ラ

ン
ド
マ
ス
タ
ー
︵
最
上
位
ク
ラ
ス
︶
の
３

階
級
が
あ
り
、
最
初
は
マ
ス
タ
ー
か
ら
受

験
し
合
格
す
る
こ
と
で
、
１
つ
上
の
階
級

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
９
月
１１
日
、
か
ご
し
ま
検
定
試
験
の
マ

ス
タ
ー
︵
標
準
ク
ラ
ス
︶、シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

︵
上
位
ク
ラ
ス
︶
の
２
階
級
の
試
験
を
、
県

内
及
び
東
京
会
場
で
実
施
し
、
観
光
業
・

ホ
テ
ル
業
・
金
融
業
な
ど
か
ら
、
２
階
級

合
わ
せ
て
73
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
地
域

の
特
徴
、
産
業
・
経
済
と
幅
広
い
知
識
を

問
う
﹁
か
ご
し
ま
検
定
﹂
を
受
験
す
る
こ

と
で
、
鹿
児
島
が
誇
る
魅
力
の
数
々
を
、

よ
り
広
く
、
深
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
後
も
、
多
く
の
方
の
受
験
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
か
ご
し
ま
検
定
と
は
？
】

か
ご
し
ま
検
定

か
ご
し
ま
検
定

か
ご
し
ま
検
定

〜
鹿
児
島
観
光
・
文
化
検
定
〜

今後のスケジュール

2020年2月2日(日)

2019年12月2日(月)
　　～2020年1月10日(金)

第40回マスター　　　　　3,300円
第38回シニアマスター　　3,300円
第26回グランドマスター　4,400円
　　　　　　　　　　　 (全て税込)

県内9地域と東京・大阪の11箇所
※申込みの際に受験希望会場を
　ご記入ください。

銀行振込または窓口でのお申込み
※グランドマスター試験は窓口のみ
　になります。

日　時：2020年1月19日（日）
　　　　13：30～16：30
受講料：3,300円（税込）
場　所：鹿児島商工会議所

【お申し込み・お問い合わせ】
産業振興部　TEL：099-225-9540
　　　　　　FAX：099-227-1977
　　　　　　Mail:shinkou@road.ocn.ne.jp

申込方法

試 験 日

受付期間

受 験 料

試 験 地

か
ご
し
ま
検
定
73
人
が
挑
戦
！

受験対策セミナーのお知らせ

県内の主要書店、当商工会議所にて
販売しております。

公式テキストブック：2,200円(税込)
過去問題集　　　　：1,650円(税込)

公式テキストブック・過去問題集
(マスター試験対応 )販売中！
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部会委員会活動報告

作
物
の
品
質
向
上
に
貢
献

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
　
委
員
研
修
会
〉

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
9
月
28
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
株
式
会
社
浪
速
試
錐
工
業
所

　
　
　
代
表
取
締
役
　
後
藤
　
文
彦
　
氏

■
演
題

　
地
中
熱
シ
ス
テ
ム
及
び
ヒ
ー
ト
ラ
イ

マ
ー
に
よ
る
燃
費
削
減
に
つ
い
て

■
概
要

　
当
社
は
、
地
質
調
査
業
を
生
業
と
し
て
、

認
定
鋼
管
杭
、
地
盤
改
良
、
地
盤
沈
下
工
事

等
の
地
盤
補
強
や
、
井
戸
掘
削
工
事
、
土

壌
・
水
質
汚
染
状
況
調
査
等
の
地
盤
地
質

に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
７
年
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
﹁
地
中
熱
﹂
に
関
す
る
業
務
を

開
始
し
、
２
０
１
０
年
か
ら
地
中
熱
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
使
い
鹿
児
島
県
農
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
け
る
冷
暖

房
装
置
の
共
同
開
発
を
農
水
省
の
補
助
金

で
３
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。２
０
１

３
年
に
は
、
新
型
加
温
装
置﹁
ヒ
ー
ト
ラ
イ

マ
ー
﹂
の
事
業
開
発
を
開
始
。４
年
間
に
わ

た
り
鹿
児
島
、
宮
崎
県
内
の
マ
ン
ゴ
ー
、

ピ
ー
マ
ン
農
家
で
実
用
実
験
を
行
い
、
２

０
１
７
年
に
は
ジ
オ
ラ
イ
マ
ー
㈱
を
設
立

し
た
。

　
当
社
が
扱
っ
て
い
る
ヒ
ー
ト
ラ
イ
マ
ー

に
は
、
プ
ラ
ス
30
℃
の
加
温
能
力
が
あ
り
、

通
常
燃
焼
型
加
温
装
置
と
比
較
す
る
と
燃

料
消
費
が
３
〜
４
割
以
上
の
削
減
効
果
が

あ
り
、
更
に
収
穫
率
の
向
上
、
あ
ざ
果
の
発

生
率
や
斑
点
病
発
生
率
が
無
く
な
る
等
の

導
入
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。節
約
装
置
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
だ
け
で
な
く
品
質
も
向

上
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
の
生
産

に
役
立
つ
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
の
背
景
に
は
、
通

常
±
５
℃
程
度
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
上
下

幅
を
±
1.5
℃
に
お
さ
え
る
こ
と
、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
を
均
一
に
保
つ
こ
と
で
き
、

ヒ
ー
ト
ラ
イ
マ
ー
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ

る
。

　
当
初
は
脱
石
油
を
テ
ー
マ
に
ヒ
ー
ト
ラ

イ
マ
ー
事
業
を
始
め
た
が
、
結
果
と
し
て

作
物
の
品
質
向
上
に
貢
献
で
き
る
製
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
。今
後
は
、
ピ
ー
マ

ン
、
マ
ン
ゴ
ー
以
外
の
野
菜
・
花
の
栽
培

や
、
海
外
で
の
販
路
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
多
様
な
農
作
物
の
品
質
向
上
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

稲
葉 

直
寿 

氏
に
代
わ
っ
て
、令
和
元
年

6
月
21
日
付
け
で
、永
倉 

悦
雄 

氏
に

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
永
倉
　
悦
雄
　
氏

人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た

〈
商
業
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
9
月
24
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
フ
ル
ー
ト
奏
者
　
　
青
野
　
な
ほ
　
氏

■
演
題

　「
音
楽
を
通
じ
て
人
、社
会
と
繋
が
る
」

■
概
要

　
青
野
氏
は
３
歳
で
、
ピ
ア
ノ
を
習
い
始

め
た
こ
と
が
音
楽
と
の
初
め
て
の
触
れ
あ

い
で
あ
る
。そ
の
後
、
中
学
校
で
は
吹
奏
楽

部
に
入
部
し
、
フ
ル
ー
ト
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
時
が
フ
ル
ー
ト
と
の
出

会
い
と
な
っ
た
。当
時
の
先
輩
の
指
導
も

あ
り
、
２
年
目
で
フ
ル
ー
ト
の
ソ
ロ
を
担

当
す
る
ま
で
に
上
達
し
、
ソ
ロ
演
奏
の
成

功
な
ど
を
経
て
好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
短
大
を
卒
業
後
す
ぐ
に
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
を
経
験
し
た
。３
人
の
育
児
中
に
、

ご
主
人
の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
赴
任
が
決
ま

り
、
家
族
で
移
住
し
た
。現
地
に
は
カ
イ
ロ

交
響
楽
団
な
ど
音
楽
の
文
化
が
あ
り
、
フ

ル
ー
ト
を
演
奏
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　
現
在
は
、
日
置
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
な
ど
で
講
師
と
し
て
指
導
し
て
い

る
。年
齢
、
経
験
不
問
で
小
学
生
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
１
０
０
名
ほ
ど
所
属
し
て
い
る
。

音
楽
に
支
え
ら
れ
て
き
た
自
分
が
音
楽
を

通
し
て
誰
か
の
役
に
立
つ
経
験
が
で
き
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
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トレンド通信

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

わたなべ・かずひろ

Watanabe
Kazuhiro

PROFILE

　
今
回
も
、
顧
客
生
涯
価
値
︵
Ｌ
Ｔ
Ｖ：

L
ifeT

im
eV
a
lu
e

︶に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。先
日
、
お
葬
式
な
ど
を
手

掛
け
る
葬
祭
業
の
方
々
と
議
論
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。葬
祭
業
は
、
ほ
か
の
多
く

の
サ
ー
ビ
ス
業
と
違
い
、こ
れ
か
ら
人
口
が

多
い
世
代
が
対
象
と
な
り
、市
場
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。た
だ
、
祭
儀
内

容
の
簡
素
化
に
よ
っ
て
、い
わ
ゆ
る
顧
客
単

価
は
急
落
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
１
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
数
は

年
々
減
少
を
続
け
、２
０
１
５
年
の
一
般
世

帯
の
平
均
は
２
・
3
3
人
。同
時
に
単
独
世

帯
比
率
は
34
・
６
％
と
、全
体
の
３
分
の
１

を
超
え
て
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は﹁
〇
〇
家
﹂と
い
う
単
位

で
消
費
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の

市
場
が
今
後
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
﹁
家
﹂

単
位
の
消
費
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
冠
婚
葬
祭

に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
の
よ
う
に
生
き

残
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
従
来
の
葬
祭
業
は
、葬
儀
の
前
後
に
だ
け

顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト

業
の
一
種
だ
と
い
え
ま
す
。こ
れ
を
改
め
、

イ
ベ
ン
ト
の
前
後
に
ず
っ
と
長
く
顧
客
に

価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
れ
ば
、イ
ベ
ン
ト
自
体
の
単
価
急

落
と
は
無
関
係
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
つ
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、イ
ベ
ン
ト
前
の
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
た
と
き
に
、自
分
が
生
き
た
証
し
を
残
し

た
い
と
い
う
思
い
を
受
け
止
め
て
回
想
録

の
よ
う
な
本
や
冊
子
を
つ
く
る
こ
と
や
、い

ろ
い
ろ
な
地
域
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い

る
親
戚
縁
者
を
も
う
一
度
つ
な
ぐ
橋
渡
し

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
て
い
る
﹃
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト

リ
ー
﹄の
個
人
版
制
作
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
後
で
は
、定
期
的

な
法
事
を
親
戚
縁
者
が
喜
ん
で
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
旅
行
ツ
ア
ー
と
し
て
企

画
し
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
手
続
き
や
ガ
イ

ド
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
要
す
る
に
、今
ま
で
提
供
し
て
き
た
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
延
長
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
相

手
に
し
て
き
た
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
長
く
幅

広
く
捉
え
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
そ

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
そ
ら
く
Ｉ
Ｔ
や
オ
ン
デ
マ

ン
ド
印
刷
や
画
像
編
集
と
い
っ
た
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。将
来
的
に
法
事
な
ど
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
結
ん
だ
Ｖ
Ｒ︵
仮
想
現

実
︶イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
和
歌
山
県
新
宮
市
の
あ
る
葬
祭
業
者
は
、

地
元
に
あ
る
六
つ
の
お
地
蔵
さ
ま
と
地
元

の
伝
承
物
語
を
ベ
ー
ス
に
、キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
発
案
・
実
施
し

て
い
ま
す
。地
元
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め

多
く
の
住
民
が
紙
コ
ッ
プ
に
入
れ
た
数
千

も
の
小
さ
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
ま
ち
中
に
供

え
、
祖
先
へ
の
祈
り
を
共
有
し
ま
す
。こ
れ

は
、葬
祭
に
ま
つ
わ
る
顧
客
単
価
の
急
な
低

下
が
、そ
も
そ
も
祖
先
へ
の
敬
い
と
弔
い
の

気
持
ち
が
廃
れ
て
き
た
こ
と
に
原
因
が
あ

り
、子
ど
も
の
頃
か
ら
長
い
目
で
こ
う
し
た

心
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
狙
い
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。非
常
に
長
期
を
見
据
え
た
生

涯
顧
客
価
値
を
つ
く
る
試
み
と
も
い
え
ま

す
。

「『
家
』消
費
の
衰
退
と
顧
客
生
涯
価
値
創
造
へ
の
転
換
」
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時
代
を
読
み
解
く

テ
レ
コ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
亀
井 

卓
也

株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部

「
世
界
で
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
5
Ｇ
」

　
来
年
に
東
京
２
０
２
０
大
会
を
控
え
、移

動
通
信
網︵
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶
が
﹁
４
Ｇ
か
ら
５

Ｇ
﹂
に
進
化
す
る
。
５
Ｇ
と
は
﹁
５
t
h 

G
e
n
e
ra

tio
n

﹂、
つ
ま
り
﹁
第
５
世
代
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
﹂の
こ
と
で
、
最
近
で
は﹁
大

容
量
の
映
画
で
も
数
秒
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
﹂
と
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
各
種
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
い
。

　
５
Ｇ
は
、
４
Ｇ
と
比
較
し
て
﹁
超
高
速
﹂

﹁
超
低
遅
延
﹂﹁
多
数
同
時
接
続
﹂
の
三
つ
の

革
新
が
図
ら
れ
て
い
る
。﹁
超
高
速
﹂は
直
感

的
に
分
か
り
や
す
い
。つ
ま
り
大
容
量
の
コ

ン
テ
ン
ツ
で
も
高
速
に
通
信
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
冒
頭
の﹁
映
画
の
高
速
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
﹂は
こ
の
超
高
速
化
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
る
。４
Ｇ
ま
で
の
進
化
の
系
譜
を
引
き

継
ぐ
、連
続
的
な
技
術
革
新
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　﹁
超
低
遅
延
﹂と
は
、
通
信
の
遅
れ
が
低
減

さ
れ
、通
信
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
が
高
ま
る

こ
と
。携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
す
る
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
制
御

す
る
よ
う
な
、通
信
の
わ
ず
か
な
遅
れ
が
致

命
的
に
な
る
よ
う
な
用
途
に
求
め
ら
れ
る

要
件
だ
。そ
し
て
﹁
多
数
同
時
接
続
﹂
だ
が
、

こ
れ
は
現
在
、特
定
の
エ
リ
ア
で
通
信
す
る

端
末
が
多
く
な
る
と
、通
信
が
混
雑
し
て
つ

な
が
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
よ

う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
要
件
で
あ

る
。

　﹁
超
低
遅
延
﹂と﹁
多
数
同
時
接
続
﹂は
、
４

Ｇ
ま
で
の
進
化
の
過
程
で
は
そ
れ
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
非
連
続
な
技
術
革

新
と
い
え
る
。こ
れ
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
バ
イ

ス
よ
り
も
、大
量
の
セ
ン
サ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
際
に
有
効

と
な
る
。つ
ま
り
５
Ｇ
は
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

通
信
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
を
見
据
え
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
な
の
だ
。こ
れ
は
消
費
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
み
な
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な

産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
革
新
す
る
も
の
で
あ

り
、５
Ｇ
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
理
由
も
こ

こ
に
あ
る
。

　
日
本
で
は
２
０
２
０
年
に
開
始
さ
れ
る

５
Ｇ
だ
が
、世
界
で
は
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
て
い
る
国
も
あ
る
。特
に
先
行
す
る
の

は
米
国
と
韓
国
で
あ
り
、米
国
四
大
キ
ャ
リ

ア
︵
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
、Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、Ｔ
モ
バ
イ

ル
、
ス
プ
リ
ン
ト
︶や
韓
国
三
大
キ
ャ
リ
ア

︵
Ｓ
Ｋ
テ
レ
コ
ム
、Ｋ
Ｔ
、Ｌ
Ｇ
ユ
ー
プ
ラ

ス
︶
は
い
ず
れ
も
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。欧
州

で
は
英
国
や
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ

ア
、
北
欧
の
国
々
で
、
中
東
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
も
一
部
の
通
信
キ
ャ
リ
ア
か
ら
提

供
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
時

期
は
、世
界
的
に
見
れ
ば
早
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
５
Ｇ
の
本
質
は﹁
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
ビ
ジ
ネ
ス
を
い
か
に
革
新
す
る
か
﹂に
あ

り
、国
内
通
信
事
業
者
は
早
く
か
ら
用
途
開

発
を
進
め
て
き
た
と
い
う
意
味
で
、遅
れ
て

は
い
な
い
。

14アイム【2019年11月】

◇
亀
井
　
卓
也
／
か
め
い
・
た
く
や

　
情
報
通
信
業
界
に
お
け
る
経
営
管
理
、事
業
戦

略
・
技
術
戦
略
立
案
お
よ
び
中
央
官
庁
の
制
度
設

計
支
援
に
従
事
。近
著
に『
５
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
』（
日

本
経
済
新
聞
出
版
社
）。

出典：総務省　5Ｇ説明資料

時代を読み解くツボ
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労働保険

労働保険事務組合
鹿児島商工会議所 まで

労働保険の手続きは

【お問い合わせ先】　労働保険事務組合　鹿児島商工会議所　企業支援部　経営支援１課
　　　　　　　　　TEL 099－225－9533　FAX 099－227－1977

安い委託手数料で事務負担を
軽減しませんか？

事業主の皆さま

　労働者が業務上の事由または通勤中に負傷し

たり、病気に見舞われたり、あるいは不幸にも死

亡した場合に、被災労働者やその遺族を保護する

ために必要な保険給付を行うものです。

　なお、労災保険料は全額事業主負担となり、保

険料は全額損金（必要経費）となります。

　労働者が失業した場合や労働者についての雇用

の継続が困難となる事由が生じた場合に、労働者の

生活および雇用の安定を図るとともに、再就職を促

進するために必要な給付などを行うものです。

　労災保険対象者のうち、1週間の所定労働時間が

20時間以上であり、かつ31日以上の雇用見込みが

あれば必ず加入しなければなりません。

【労災保険】 【雇用保険】

労働保険事務組合とは

委託するとこんなメリットが！

　事業主の委託を受けて、事業主が行うべき労働保険の事務を処理することについて、厚生労働大臣の認可を受け
た団体です。
　鹿児島商工会議所も労働保険事務組合として認可を受けており、会員企業の皆さまの労務支援として労働保険の
事務委託を行っています。
　現在、約190社の事務委託を承っております。

■事務組合が労働保険料などの申告、納付などの労働保
険事務を事業主に代わって処理しますので、事務の手
間が省けます。

■本来、労災保険に加入できない事業主や家族従業員な
ども、労働保険に特別加入することが出来ます。

■労働保険料の額にかかわらず、3回に分割して納付が
出来ます。

■事務組合への委託手数料は、概算保険料の5％(税別)と
割安です。

【委託できる事業主】
常時使用する労働者が
金融、保険、不動産、小売業・・・・50人以下
卸売、サービス業・・・・・・・・・・・100人以下
その他の事業・・・・・・・・・・・・・・300人以下

【委託できる主な事務の範囲】
①概算保険料、確定保険料などの申告および納付
に関する事務

②労働関係成立届、任意加入の申請、雇用保険の事
務所設置届の提出などに関する事務

③労災保険の特別加入申請に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出のなどの事務
⑤その他、労働保険についての申請、届出、報告に
関する事務

【雇用保険料率（令和元年度）】※雇用保険の保険料は、労働者の負担があります。

1、労働者負担

3／1000

4／1000

4／1000

2、事業主負担率

6／1000

7／1000

8／1000

雇用保険率（ 1 + 2 ）

9／1000

11／1000

12／1000

事 業 の 種 類

一 般 の 事 業

農林水産･清酒製造の事業

建 設 の 事 業
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インフォメーション

i n f o r m a t i o n

鹿児島市では、消費税・地方消費税率の10％への引上げが低所得者・子育て世帯の消費に
与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的に、
25％のプレミアム付き商品券を発行します。

鹿児島市プレミアム付商品券
使えるお店（使用可能店舗）を 　　　　します！

■鹿児島市プレミアム付商品券概要
　1冊あたり額面5,000円（4,000円で購入）の買い物などができる商品券です。
　（1冊あたりの構成 500円券×10枚、最大5冊まで購入可能）
■使 用 期 間　令和元年10月1日（火）～令和2年3月31日（火）
■事 業 受 託　株式会社JTB鹿児島支店

■申込期限　令和元年11月28日（木）17時必着
■募集店舗数　約3000店舗
■募 集 対 象　鹿児島市内で営業している事業所・店舗等（小売、飲食、サービス事業者等）
■応 集 方 法　専用ホームページからの申込み（FAXも可）
　　　　　　　専用ホームページ　  https://premium-gift.jp/kagoshima/
■お問い合わせ先　鹿児島市プレミアム付商品券コールセンター
　　　　　　　TEL：0570-037-417（平日：9：30～17：30）
　　　　　　　詳しくは、11月号同封チラシをご覧ください。
　

使用可能店舗募集概要

追加募集追加募集
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インフォメーション

〇場　　所　ポリテクセンター鹿児島（鹿児島市東郡元町14-3）
〇講　　師　日本販売士協会登録講師
〇講 習 料　16,000円（税込：全5回合計）
〇締　　切　11月15日（金）
〇そ の 他　「販売・経営管理」科目の受験が免除されます。ただし、免除対象者は以下のとおりです。
　　　　　１．講座の出席時間が20時間を超えた方　2．講座内での予備試験に合格された方
〇申し込み　・ kagoshimahannbaishi@gmail.comへ名前、住所、電話番号をメールで送信
　　　　　　・鹿児島販売士協会HPへアクセス後、専用の申込フォームに入力
　　　　　　・鹿児島販売士協会へ直接お電話
　　　　　　　のいずれかでお申し込みください。
〇問合せ先　鹿児島販売士協会　TEL・FAX　099-802-2601　　　鹿児島販売士協会　検索

　リテールマーケティング（販売士）検定3級受験希望者を対象に下記の通り養成講習会を開催します。

3級販売士養成講習会のご案内

※内容は変更になる場合があります。

〇日程・内容

11月23日（土）10:00～16:00

11月30日（土）10:00～16:00

12月  7日（土）10:00～16:00

12月21日（土）10:00～16:00

  1月11日（土）10:00～16:00

小売業の類型

販売・経営管理、マーチャンダイジング①

マーチャンダイジング②

マーケティング

ストアオペレーション

1

2

3

4

5

回 日　　時 内　　容

■第85回リテールマーケティング（販売士）試験施行日
施 行 日 ： 2020年2月19日（水）　　申込期間 ： 12月16日（月）～1月24日（金）
問合せ先 ： 鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL099-225-9522
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インフォメーション

事 業 の 種 類

一 般 の 事 業

農林水産･清酒製造の事業

建 設 の 事 業

　
鹿
児
島
市
は
、
創
業
や
新
た
な
事
業
展

開
を
目
指
す
事
業
者
等
を
育
成
す
る
施
設

と
し
て
、﹁
ソ
ー
ホ
ー
か
ご
し
ま
﹂
の
入
居

用
施
設
の
使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

当
施
設
は
、
入
居
者
の
育
成
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
で
す
。

　
使
用
期
間
は
原
則
３
年
︵
最
長
５
年
︶

を
超
え
な
い
範
囲
で
、
審
査
の
う
え
１
年

ご
と
に
使
用
期
間
を
更
新
し
ま
す
。
入
居

後
は
、
創
業
支
援
の
専
門
家
で
あ
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
の
下
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
で
の

施
設
か
ら
の
独
立
を
目
指
し
て
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
は
８
室
の
募
集
で
、
月
額
使
用
料

は
１
万
６
千
円
〜
２
万
９
千
円
で
す
。

○
入
居
時
期

　
令
和
２
年
４
月
予
定

○
申
込
受
付
期
間

　
令
和
２
年
１
月
末
ま
で

鹿
児
島
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ソ
ー
ホ
ー
か
ご
し
ま

　
　
入
居
用
施
設
使
用
者
募
集

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
市
　
産
業
局
　
産
業
振
興
部

　
産
業
創
出
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
9
9（
2
1
6
）1
3
1
9

事 業 所 名 事 業 内 容 事 業 所 名 事 業 内 容

（同）シェイクハンズ

上新ビル

㈱ベストセキュリティ

快笑

㈱エヌケーホーム

益山法律事務所

二官橋SAKABA岩次郎

ソニー生命保険㈱川吉雅俊

㈱インフィニート

㈱イーサイドライン

文明農材㈱

㈱ベジプロ

㈱コア

AEメディカル

㈲ルームス

悠翠

㈱昇和電工

㈱金色のの

㈱伸成工業

アプライド㈱鹿児島店

児童福祉

コインパーキング、不動産

警備保障

めん類製造

建設・リフォーム業

法的紛争予防・解決、法律顧問業務、契約交渉・作成

飲食業（居酒屋）

生命保険募集

撮影業

　

農業用資材販売・加工、ビニールハウス設計施工

食品製造

食品製造販売

研修事業全般

内装工事

造園業

電気設備工事

有料老人ホーム、デイサービス

防水工事業

パソコン販売、パソコン修理

㈱タナカサトル技術支援

癒し空間　心

anco

㈱カゴシマパッカーズ

田村　登志郎

ユウーメンテナンス

㈱即応開発

アイコン

（一財）女性労働協会

㈲鹿成通信

㈱光クリーンサービス

SUMADO

ミライト㈱

小牧興業

たけなか司法書士・行政書士事務所

メリー＆メリー

（同）FOOLABO

平井　朋英

㈱西部防災

整体、ボディケア、アロマケア

美容業

ティーバッグ製造、茶商品企画開発

保険業

清掃業（ビルメンテナンス業）

建設業、造園業、土木工事

片付業、引越、建物解体

女性労働に関する調査・啓発等

電気通信工事業

清掃、遺品整理

映像・動画制作、Web制作

建具工事業

防水業

司法書士業

カラオケスナック

飲食業（ダイニングバー）

保険業

消防設備点検及び工事、電気工事

人手不足・働き方改革などの生産性改善に
よる支援等

新 入 会 員 紹 介

再生可能エネルギー（木質バイオマス、太陽光）
企画計画導入コンサルティング等

(2019年8月常議員会承認）

25：00 7：00 ￥300
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インフォメーション

　国土交通省では、軽井沢スキーバス事故等の発生や自動車の先進安全技術の急速な発展等を受

け、総合安全対策「事業用自動車総合安全プラン 2020」を策定し、より安全な輸送サービスの

提供の実現を目指す一方、運輸部門からの二酸化炭素の排出削減にむけた取り組み等の施策を進

めております。

　九州運輸局においても、運輸安全マネジメントの推進や事業監査などを通じて事業許可後の

チェックを的確に実施し、運輸事業の安全・安心の確保に努めるとともに、環境対策の各施策に

も取り組んでいるところです。

　また、これらの取り組みに加えて、貸切バスやタクシー等の運輸関係団体が実施している優良

事業者等認定・認証制度について広く紹介し、周知を図ることで優良運輸事業者利用への検討を

お願いしております。

　つきましては、各認定・認証制度の趣旨をご理解いただき、

貸切バス・タクシー・トラック等の運輸事業者を利用される

際には参考にしていただきますようお願い申し上げます。

　なお、優良事業者等の閲覧については下記 URL にアクセ

スいただくか、九州運輸局HP内「優良事業者を利用しましょ

う」のバナーをクリック願います。

優良運輸事業者の積極的利用について

ＵＲＬ：http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/yuryo.html
貸切バス事業者安全性評価認定制度
(セーフティーバスマーク )

※鹿児島県最低賃金は県内のすべての労働者に適用されます。
※ただし、電子部品･デバイス･電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業、百貨店、
総合スーパー、自動車 ( 新車 ) 小売業は特定最低賃金 ( 産業別最低賃金 ) となり、別に定め
られています。

【最低賃金に関するお問い合わせ】
　鹿児島労働局賃金室 (099-223-8278)・各労働基準監督署
　最低賃金テレホンサービス099-223-8881

鹿児島労働局からのお知らせ

必ずチェック最低賃金
鹿児島県最低賃金は令和元年 10月 1日に時間額 790円へ改定されました。

鹿児島県最低賃金
(地域別最低賃金 )

最低賃金時間額 効力発生日

790円 令和元年10月3日



アクサ生命保険株式会社  鹿児島営業所
〒892-0842 鹿児島市東千石町１－３８鹿児島商工会議所ビル８F　TEL 099-222-7734　 FAX 099-227-0715



〒892-0842　鹿児島市東千石町1-38鹿児島商工会議所ビル13F

アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所

※ご加入にあたってはパンフレット・重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

○保障内容　　

【お問い合わせ】　

【引受保険会社】

個人事業主・役員および従業員の福利厚生制度に！

生命共済制度生命共済制度
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付 定期保険（団体型）

鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL099-223-0011

会員
限定

不慮の事故により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)+災害保険金〉

上記以外の事由により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)〉

不慮の事故により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)+災害高度障害保険金〉
傷害または疾病により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)〉
不慮の事故により1日以上の入院をしたとき
(同一事故による入院は、更新前の入院日数を含み、通算60日限度)
〈入院給付金〉
ガンで1日以上の入院をしたとき
 (1年に1回限度)
〈ガン入院一時金〉
6大生活習慣病で1日以上の入院をしたとき 
(1年に1回限度)
〈6大生活習慣病入院一時金〉
ガンの治療を直接の目的とした先進医療による
療養を受けたとき
〈ガン先進医療一時金〉

日
帰
り
入
院
か
ら
保
障

入 

院
・
治 

療

高 

度 

障 

害

死 

亡

お支払事由
口数 2口

500
万円

100
万円

4
万円

3,000
円

2
万円

10
万円

100
万円

500
万円

1日につき

◆15～60歳までの方は、2口の場合、月々の掛
金1,300円。
◆ガンや6大生活習慣病で入院した場合、ガンで
先進医療を受けた場合は一時金が支払われます。
◆法人が役員・従業員のために負担した掛金は、
全額損金に参入できます。また、個人事業主が
従業員のために負担した掛金は、全額必要経費
に算入できます。
◆1年ごとに収支計算を行って剰余金が生じた場
合には、配当金としてお返しいたします。

福利厚生制度にご活用いただけます

24時間保障 診査なし 配当金も !

6大生活習慣病入院一時金
ガン入院一時金 ・ ガン先進医療一時金

健康増進に役立つ付帯サービスも
健診機関紹介サービス、禁煙外来紹介サービスなど

業務上・業務外を問わず 1年更新で医師の 剰余金があれば
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